
災害情報研究会 H27年度 第 4回会合議事録 

 

1.日時：2015年 7月 17日（金） 15:30～17:15 

2.場所：BCAO 日本橋事務所 

3.進行：市川座長（レスキューナウ） 

4.記録：南部（清水建設） 

5.出席者（11名：敬称略・順不同） 

市川（レスキューナウ）、橋元（清水建設）、野田（アジア航測）、松岡（富士通 FIP）、東根

（建設環境）、副島（大林組）、上倉（セノン）、前田（富士火災）、高木（富士通エフサス）、

海老澤（湘南スタイル工房）、南部（清水建設） 

 

6.実施内容 

(1) アクションカードの編集作業 

■アクションカードＡ-7-4「余震の可能性の確認」 

・アクション手順を一行記載して、完成。 

 

■フロー図 a7「被害情報の収集・周知」の修正 

・余震情報を災害対策本部内に留めるのではなく関連部署に周知するため、outputに i24「余

震の可能性」を加筆。 

・「広報担当」への outputが i21, i23, i24の 3つとなり、3つの i毎に別々に記載されていた

「広報担当」を、一つにまとめた。 

 

■フロー図 a10「部署間の連絡および調整」への加筆 

・災害対策本部内で災害対策調整案を作成する際に余震の可能性を考慮するために、災害対

策本部からの inputに i24「余震の可能性」を加筆。 

 

■アクションカード A-7-8「余震の可能性の周知（仮）」を追加 

・フロー図 a7 の output に「余震の可能性」を加筆したことに伴い、A-7-8 を追加。中身は

次回に検討。 

 

(2) 7月 24日の活動報告用の資料検討 

・これまでの経緯の詳しい説明はカット。 

・アクションカードの完成に向けて合宿の催行を示唆。 

・名古屋大学減災館の見学予定を提示。 

・市川さんは名簿を松岡さんと橋元さんに送ること。 

 

7.次回研究会 

日時：平成 27年 9月 18日（金）15:00～17:00  ※8月は休会 

場所：BCAO日本橋事務所 

議題：アクションカード A-7-8以降の編集作業を実施予定 

 

8.名古屋大学減防館見学 

11月 13日（金）見学&講演 15:00～17:30、懇親会～19:00 

※減災館の見学に伴い 11月 20日の月例研究会を無しとするかどうかは、次回検討 

 

以 上 


